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研究要旨 

長野県では，献血制度の普及を図るとともに献血制度の適正な運営を確保するため，

「長野県献血推進協議会（昭和39年設置 会長：長野県知事）」を設置しており，平成

22年度にはこの協議会の中にさらに「輸血療法部会」（事務局：長野県健康福祉部薬事

管理課，長野県赤十字血液センター）を設置した。輸血療法部会は長野県における合同

輸血療法委員会の中核組織と位置づけられ，長野県内における血液製剤の安全かつ適正

な使用を推進し，輸血療法の向上を図ることを設置の目的としており，血液製剤使用量

の多い県内13の医療機関と長野県赤十字血液センター，長野県健康福祉部薬事管理課よ

り関係者が委員として参加している。これまでに，長野県内で輸血療法を実施した医療

機関に対し輸血用血液製剤及び血漿分画製剤の使用状況実態調査や当該結果を踏まえ

た検討会及び講演会の開催を実施してきた。今後の取り組みとして，県内の輸血療法の

更なる改善および発展性を考慮して，長野県の地域特性に即した輸血療法の実施を研究

課題として掲げ，下記の通りの研究内容を実施したため報告する。

A．研究組織の概要  

長野県では，献血制度の普及を図ると

ともに献血制度の適正な運営を確保する

ため，「長野県献血推進協議会（昭和39

年設置 会長：長野県知事）」を設置し

ているが，平成22年度にこの協議会の中

に「輸血療法部会」（事務局：長野県健

康福祉部薬事管理課，長野県赤十字血液

センター）を設置した。輸血療法部会は

長野県における合同輸血療法委員会の中

核組織と位置づけられ，長野県内におけ

る血液製剤の安全かつ適正な使用を推進

し，輸血療法の向上を図ることを設置の

目的としており，血液製剤使用量の多い

県内13の医療機関と長野県赤十字血液セ

ンター，長野県健康福祉部薬事管理課よ



 

 

り関係者が委員として参画している。ま

た，平成26年度，輸血現場に最も近い看

護師の立場から輸血療法に関わる実践の

標準化及び啓発活動を推進するために，

看護師専門委員会を設置し活動を開始し

た。さらに，平成27年度には，輸血検査

及び技術の向上を目的とし，認定輸血検

査技師専門委員会を設置した。 

これまでに，長野県内で輸血を実施し

た医療機関に対し輸血用血液製剤及び血

漿分画製剤（以下「輸血用血液製剤等」

という）の使用状況実態調査や当該結果

を踏まえた検討会及び講演会を例年開催

してきた。さらに平成27年度は「輸血に

関わる地域包括ケアに向けた長野県輸血

療法部会としての役割と活動」，平成28年

度は「地域特性に即した輸血療法に対す

る長野県輸血療法部会としての取り組み」

をそれぞれ血液製剤使用適正化方策調査

研究事業の助成を受け実施した。これら

の研究実績に基づき平成30年度は「長野

県輸血療法部会による医療機関評価体制

の導入による血液製剤使用の適正化およ

び輸血教育・研究の推進」を研究課題と

して掲げ，下記の通りの研究内容を実施

したため報告する。 

 

B．長野県輸血療法部会による医療機関評

価体制の構築 

長野県においては，これまで輸血療法

部会が中心となり，血液製剤使用適正化

の推進活動を継続してきた。これまでの

活動により県内の多くの医療機関におい

て輸血療法に関する教育を受ける機会が

基本的に乏しく，結果的に輸血療法に関

する知識や技術が施設間によって大きな

格差を生じていることが明らかとなった。

また災害等発生時の危機管理体制につい

ては，ほとんどの医療機関でマニュアル

の整備が実施されていないことも明らか

となった。さらに一般的な輸血療法マニ

ュアルに至っても存在しない，内容が不

十分，記載内容が現在の診療に即してい

ないなどの問題があることも判明した。

したがって，我々は長野県内における輸

血療法全体の底上げの実施が急務である

と判断し，長野県輸血療法部会として数

年がかりで輸血に関わる教育活動や啓発

運動を実施するとともに，全県で共有で

きる輸血マニュアルを制定し，さらに県

内共通の災害時等緊急時の医療機関にお

ける輸血用血液製剤の確保に関するガイ

ドラインの整備等を順次実施するととも

に血液製剤使用の適正化に貢献してきた。 

こうした活動は県内輸血療法全体の向

上に着実な成果を挙げつつある一方で，

輸血療法部会として1年間に開催できる

教育集会も限りがあること，県内140近く

存在する医療機関の規模はまちまちであ

り実際には各医療機関に即した輸血事情

には格差があること，各医療機関からの

積極性が得られなければ対話が一方向に

なりがちであるなどの問題が解決すべき

課題としてあげられた。したがって，各

医療機関で必要とされる輸血療法を踏ま

えた上で，さらに各医療機関で実施でき

る項目，改善できる項目，求められる今

後の課題，現在国内で一般的に実施され

ている血液製剤使用の適正化の方策との

相違などをアドバイスすることを目的と

して，輸血療法部会構成員並びに県内の

医療機関から有志を募り，血液製剤使用



 

 

の適正化および輸血教育・研究の推進を

目的とした県内における外部評価組織を

立ち上げることとした（資料１） 

初代の構成メンバーは県内各医療機関，

赤十字血液センターの多職種から成る19

名で構成（資料２）され，この組織を「適

正（Appropriate）かつ安全（Safe）な輸血

療法（Transfusion）を実現するためには信

州 （ Shinshu ） に おける 独 自 の訪 問

（Interview）と支援（Support）により手

助けする必要がある」という理念を込め

て，ASSISTワーキンググループと命名す

ることとした。さらに，長野県内に存在

する様々な医療機関の規模や地域性，ま

た求められる輸血事情の相違等を加味し

た長野県独自の評価項目を考案した。 

 

C．長野県輸血療法部会による医療機関評

価体制の実施 

ASSISTワーキンググループの構成とと

もに，県内医療機関には活動案内（資料

３）を配布するとともに，訪問希望の有

無を確認した。県内医療機関から訪問希

望があった際には長野県献血推進協議会

輸血療法部会事務局が中心となり，訪問

日時の調整を行うとともに事前質問票

（資料４）を用いて訪問前の聞き取りを

行った。 

今年度，研究期間中には以下の３医療

機関への訪問を実施した。 

（１）訪問医療機関１ 

 医療機関規模：300床以上（大規模） 

 訪問時間：2時間 

 評価者：6名（医師2名，看護師1名，

検査技師3名） 

※赤十字血液センター職員2名 

 医療機関対応者：8名（医師1名，

看護師2名，検査技師4名，薬剤師1

名）※輸血療法委員8名 

 訪問内容：輸血療法の概要説明，

輸血管理部署の見学，院内輸血実

施方法の実演ならびにその確認，

ディカッション 

 

（２）訪問医療機関２ 

 医療機関規模：300床以上（大規模） 

 訪問時間：2時間 

 評価者：4名（医師1名，看護師0名，

検査技師3名） 

※赤十字血液センター職員1名 

 医療機関対応者：4名（医師1名，

看護師2名，検査技師1名）※輸血

療法委員3名 

 訪問内容：輸血関連インシデント

および院内教育の概要説明，輸血

管理部署の見学，ディカッション 

 

（３）訪問医療機関３ 

 医療機関規模：100～299床（中規

模） 

 訪問時間：2時間 

 評価者：5名（医師2名，看護師1名，

検査技師2名） 

※赤十字血液センター職員1名 

 医療機関対応者：6名（医師1名，

看護師2名，検査技師3名）※輸血

療法委員6名 

 訪問内容：輸血療法に関連する外

輸および実績の説明（インシデン

ト，院内教育，血液製剤廃棄率，

輸血管理料への取り組みなど），



 

 

輸血管理部署の見学，病棟見学，

ディカッション 

 

D．長野県輸血療法部会による医療機関評

価結果および今後の展望 

今回全く初めての取り組みであり，限

られた準備期間であったが３医療機関へ

の訪問を実施することが可能であった。

有意義な訪問になるのか，不安な点もあ

ったが実際に行ってみると予定時間を超

過して多くの意見交換が実施されること

もあった。 

これまで長野県輸血療法部会の活動内

容は一方向的な情報発信に偏りがちであ

ったが，本研究の実施により各医療機関

に合わせた具体的なアドバイスを実施す

ることが可能であったと考えられる。ま

た，普段情報を得ることができない各医

療機関の輸血に関わるスタッフから直接

意見を収集できるという貴重な場を持つ

ことが可能であった。さらに，今回訪問

対象となった医療機関においては，県内

の他の医療機関にとっては手本となるよ

うな血液製剤使用適正化に向けた運用が

実施されていることも多かった。訪問メ

ンバーにとっても貴重な情報収集の場に

なるとともに，今後，各施設並びに長野

県輸血療法部会における血液製剤使用適

正化の推進活動にも大変有意義な成果が

得られたと考えられる。 

今回は県内でも比較的規模が大きい医

療機関に限定した訪問とはなったが，今

後はさらに小規模な医療機関も対象とし

て更なる活動を継続したい。また，これ

まではなかなか得ることが困難で課題で

もあった各医療機関からのフィードバッ

クを積極的に収集するとともに，長野県

輸血療法部会全体の活動内容に反映し教

育並びに研究へ展開していく予定である。 
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石尾千恵美，百瀬克彦，村田近文，
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10. 峯村かおる，井出ひろか，美谷島愛

美，滝沢容子，山口葉子，弓本麻菜

実，内山美佳，笹岡紀子，北村潤子，
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（資料１） 

ASSIST ワーキンググループ設置要領 

 

（名 称） 

１ 本会は長野県献血推進協議会輸血療

法部会 ASSIST ワーキンググループ

（以下「ASSIST WG」という。）と称す

る。 

 

（目 的） 

２ ASSIST WG は，長野県内の輸血療法

実施医療機関を対象に，訪問によるア

ドバイスやサポートを主軸として活動

し，もって輸血療法実施医療機関の血

液製剤使用適正化を推進することを目

的とする。 

 

 （活 動） 

３ ASSIST WG は，前項の目的を達成す

るため，次の各号に掲げる事業を行う。 

 ア 輸血療法実施医療機関における現

状の把握，課題の整理・検討及びアド

バイス・サポートに関すること（施設

訪問による活動を含む） 

 イ その他，ASSIST WG が必要と認め

る事業 

 

 （組 織） 

４ ASSIST WG は，次に掲げる者が委員

となって組織する。 

 ア 長野県献血推進協議会輸血療法部

会に属する者 

 イ 同部会看護師専門委員会または認

定輸血検査技師専門委員会に属する者 

 ウ その他，輸血療法部会長が必要と

認める者 

 

 （座 長） 

５ ASSIST WG に座長を置く。座長は，

ASSIST WG委員の互選により選出する。 

（１）座長は会務を総括し，ASSIST WG

を代表する。 

（２）座長に事故あるときは，あらかじ

め座長の指名する者が職務を務める。 

 

 （会 議） 

６ ASSIST WGは，必要に応じて開催し，

座長が会議の議長を務める。 

 

 （事務局） 

７ ASSIST WG の事務局は，長野県健康

福祉部薬事管理課及び長野県赤十字血

液センターに置く。 

 

（その他） 

８ この要領に定めるもののほか，

ASSIST WG に関して必要な事項は，座

長が別に定める。 

 

    附 則   この要領は，平成

３０年１１月６日から施行する。



 

 

（資料２） 

長野県献血推進協議会 輸血療法部会 ASSISTワーキンググループ委員名簿 

 

座 長   小 嶋 俊 介 （信州大学医学部附属病院主任臨床検査技師） 

職務代行   

                         〔平成３０年１１月６日現在〕 

所  属 氏  名 職  種 

信州大学医学部附属病院 柳沢 龍 医師 

長野県赤十字血液センター 佐藤 博行 医師 

長野県赤十字血液センター 村上 純子 医師 

伊那中央病院 白鳥 徹 医師 

信州大学医学部附属病院 堀内 香与 看護師 

厚生連 南長野医療センター 篠ノ井総合病院 鶴田 まゆみ 看護師 

長野県立こども病院 村山 優子 看護師 

厚生連 佐久総合病院 佐久医療センター 中村 竜也 看護師 

飯田市立病院 伊藤 真実 看護師 

長野赤十字病院 滝沢 由起子 看護師 

飯田市立病院 荒木 竜哉 臨床検査技師 

信州大学医学部附属病院 小嶋 俊介 臨床検査技師 

社会医療法人財団 慈泉会 相澤病院 原 博明 臨床検査技師 

まつもと医療センター 宮下 雅子 臨床検査技師 

長野県赤十字血液センター 大田 智 臨床検査技師 

厚生連 北アルプス医療センター あづみ病院 佐々木 朝海 臨床検査技師 

社会医療法人財団 慈泉会 相澤病院 小林 伶 臨床検査技師 

伊那中央病院 飯島 達哉 臨床検査技師 

長野市民病院 笠井 大助 臨床検査技師 



 

 

（資料３） 

長野県献血推進協議会 輸血療法部会 ASSISTワーキンググループ活動案内 

 



 

 

（資料４） 

ASSIST 訪問 事前質問票 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

厚生労働省医薬食品局 

平成30年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業 

研究報告書 

 

研究課題 

輸血療法部会看護師専門委員会活動報告 

委員会名 長野県献血推進協議会輸血療法部会  

分担研究者 堀内 香与 看護師専門委員会委員長 

      信州大学医学部附属病院 看護部 

主任研究者 柳沢 龍  長野県献血推進協議会輸血療法部会長 

 

 

A．はじめに 

長野県においては，長野県献血推進協

議会輸血療法部会が中心となり，県内の

輸血療法の推進を継続してきた。平成 26

年度から長野県献血推進協議会看護師専

門委員会（以下「看護師専門委員会」と

いう）は，長野県における安全かつ適正

な輸血療法の実践及びその標準化を目標

に活動しており，啓発活動の一環として，

認定輸血検査技師専門委員会のメンバー

また，公益法人長野県看護協会の協力を

得て，連携をとりながら，取り組んでき

た。 

今年度は，輸血療法における地域包括

ケアに向けた看護師教育の実践，継続を

推進することを目標に掲げ，一昨年，作

成した「長野県輸血療法マニュアル」を

県内統一のマニュアルとして普及させる

ため，啓発活動を進めていくことである。 

今年度の看護師専門委員会の活動とし

て，長野県の輸血療法における輸血教育

の実践について述べる。 

B． 活動計画 

輸血療法マニュアルを活用し，ワーキ

ング作業チーム・学術支援チームで連携

し，輸血療法における輸血教育の継続・

推進をする。 

 

C.平成 30 年度事業報告 

平成 30 年度は，「長野県輸血療法マニ

ュアル」を活用し，小規模医療機関の看

護師が直ぐに活用し，実践に向けた最新

の知識，基礎技術の習得を行うため，輸

血療法の輸血教育が必要と考えた。今年

度，看護師専門委員会では，ワーキング

作業チーム・学術支援チームが連携して

活動することを目標に平成 30年度目標管

理シート（資料１）に沿って活動を開始

した。 

今回，長野県看護協会北信支部におい

て看護師専門委員会の委員 2 名が平成 30

年 7 月 23 日，長野赤十字病院 第一研修

ホールにおいて「安全な輸血を見直そう」

として講演を行った。看護師対象の研修



 

 

会であり，30 名が参加した。研修会の内

容については，１．認定輸血検査技師（長

野県赤十字血液センター学術・品質情報

課長）の立場から「血液製剤の取り扱い」

2．看護師専門委員会 委員（学会認定・

臨床輸血看護師）の立場から「輸血の基

礎と歴史」3．看護師専門委員会 委員（学

会認定・臨床輸血看護師，アフェレーシ

スナース）の立場から「輸血の有害事象

について」「輸血過誤及び事例」であった。

初めての試みであったが，参加者より大

変良かったとの意見があった。 

今後は，長野県の 4 地区（東信，北信，

中信，南信）において各委員が地域の看

護職等に対して，このような機会を設け

ていくことができれば，きめ細やかな活

動ができ，輸血療法に関する質の高い支

援ができると考える。そして，長野県内

における安全かつ適正な血療法の実践及

びその標準化に繋がっていくと考える。 

今後も看護協会の協力を得ながら，ネッ

トワークを拡げ，各委員がその地域にど

のような役割を果たすことができるのか

方向性を見出していきたい。 

平成 30 年 9 月 8 日に看護師専門委員会 

作業ワーキングが信州大学医学部附属病

院研修室で開催され，看護師専門委員会

委員,事務局の計 20 名が出席した。そこで

は,学術支援チーム，ワーキング作業チー

ムの各リーダーから活動報告がされ，「長

野県 輸血療法マニュアル」を活用し，輸

血教育の継続，また，「長野県 輸血療法 

マニュアル実施チェックリスト（案）」「長

野県輸血療法マニュアル副反応，バイタ

ルサイン表（案）」の作成に取り組むこと

を確認，審議され，原案通り承認された。 

平成 30 年度は，学術支援チームのリー

ダー・サブリーダーを中心としながら，

認定輸血検査技師専門委員会学術ワーキ

ンググループの委員の協力を得て,第 4 回

サマーセミナーを平成 30 年 9 月 8 日に信

州大学医学部附属病院大会議室で開催し

た。（資料２）今年度は，4 回目の開催で

あり，輸血に関わる医療職を対象とした

輸血教育セミナー安全な輸血療法をめざ

して～基礎から学ぶ～を開催した。看護

師，検査技師，医師，薬剤師，医療安全

管理者なども含め総勢 118 名（セミナー

講師，事務局，看護師専門委員会も含む）

が参加した。 

セミナー内容については，1．学会認定医

（輸血療法部会職務代行）の立場から「市

中病院における急性期の輸血療法」危機

的出血への対応や，輸液と輸血，輸血療

法に伴う電解質異常や凝固障害など 2．認

定輸血検査技師（長野県赤十字血液セン

ター 学術・品質情報課長）の立場から「血

液製剤の取り扱いと管理」3．輸血に関す

る看護師（看護師専門委員会 中南信地区

チームリーダー，東北信地区チームリー

ダー）の立場から「今日から実践，活用

できる輸血療法の実際」講演と演習（DVD

視聴）4．デイスカッションであった。  

今回は，麻酔科部長であり，学会認定医

の立場から，直ぐに臨床現場で生かすた

めの知識や技術を丁寧に理解しやすく，

動画も交えての講演内容だった。また，

「長野県輸血療法マニュアル」の活用方

法については，輸血副反応の観察や対応

を中心に，できるだけわかり易く示すこ

とが重要と考え，講演とともに，DVD を

作成し，視聴も行った。 



 

 

第 4 回サマーセミナー終了後に輸血療

法担当看護師を対象として実施したサマ

ーセミナーのアンケート結果より，就業

年数別の参加者内訳は，看護師就業年数

10年目以上が 65％を占めていた。さらに，

医療機関病床数別では，病床数 300 床以

上が 47％，次に 100～299 床が 29％，99

床以下が 24％という結果であった。血液

製剤の取り扱い経験年数については，5～

10 年未満が 27％，10～20 年未満が 29％

であり，5 年目以下 17％であった。今年

度の学術支援チームの目標であった，血

液製剤の取り扱い 10年目以下の参加率を

上げることに関しては，各委員の働きか

けもあり，8 名から 18 名と大幅な参加人

数となった。その中で実際に実施した血

液製剤種類の内訳は，赤血球製剤 94％，

血漿製剤 67％，血小板製剤 67％，自己血

58％，アルブミン 83％（複数回答含む）

であった。「長野県輸血療法マニュアル」

を知っている 73％，知らない 27％を遥か

に上回り，徐々に「長野県輸血療法マニ

ュアル」が周知，活用されている現状を

把握する結果となった。今後は，実技演

習（DVD 視聴を含む）希望が 86％，出前

授業（講演・実技演習）希望が 60％ある

ことから，安全な輸血体制を確立するた

めに，輸血療法を実践する医療職対象に

血液製剤の適正使用を学ぶ機会を設ける

ことが必要である。今後も輸血教育が継

続的に行われるために，来年度は,小規模

医療機関への働きかけや少人数での研修

会のあり方を検討，活動をしていく。 

平成 30 年度 9 月 20 日 第 1 回 長野県

献血推進協議会輸血療法が長野赤十字血

液センター会議室で開催され，看護師専

門委員会活動報告,サマーセミナー集計・

結果，議事録について報告を行った。 

平成 30 年 12 月 9 日，長野県赤十字血

液センター会議室において，「輸血副反応

とその対応」として看護師専門委員会研

修会を開催した。セミナー内容としては，

長野県赤十字血液センター副センター長 

の立場から村上純子先生の講演であった。

看護師専門委員だけでなく，県内，外で

輸血に関する看護師（内訳は学会認定・

自己血輸血看護師 6 名，臨床輸血看護師

13 名，アフェレーシスナース 4 名；複数

取得者を含む）23 名が参加した。委員よ

り，「院内で輸血療法の指導ならびに支援

をしている。今まで以上に，専門性の知

識を学びたい。また，輸血副反応 17 項目

は，知識として知っている。しかし，目

の前で患者がそのような症状が起こった

場合に，医師に的確かつ迅速に報告，早

期対応ができているか。TRALI，TACO，

重篤なアレルギーの事例を通してその観

察と対応について解説をして欲しい」ま

た，「今年度の認定輸血検査技師専門委員

会の活動にもあった「輸血関連情報カー

ド」が発行されることとなれば，院内で

「輸血関連情報カード」を患者から手渡

され，委員として，院内の皆さんへ安全

のための説明ができ，積極的に役割を果

たしていきたい」との意見があり，その

ような内容を中心とした講演であった。

参加者からは，問題解決の糸口となった

という意見が多く，積極的に学ぶ機会と

なり，実際の事例を通して貴重な体験と

なり，充実した研修会となった。 

今回，初めて，看護師専門委員会と輸血

に関する看護師が合同で研修する機会と



 

 

なり，メンバー内でネットワーク作りが

欲しいとの意見が多数聞かれ，看護師専

門委員会として早急にネットワーク体制

を構築し，県内外での情報交換の場とし

て活用していければと考える。 

昨年度と同様に委員それぞれが輸血に

関する看護師として率先して学会発表を

行った。このように，委員が輸血に関す

る看護師を取得し，専門性を高めながら，

院内教育は，もちろん，委員として活動

を広げ活躍している。   

今後もさらに看護師専門委員会としても

積極的な支援に取り組みたい。 

平成 31 年 2 月 18 日に平成 30 年度目標

管理シート，学術支援チーム，ワーキン

グ作業チームの活動報告結果については，

看護師専門委員会でメール審議の上，承

認された。 

安全な輸血療法の実践を支援するため

の「長野県 輸血療法マニュアル 実施チ

ェックリスト（案）」「長野県 輸血療法マ

ニュアル副反応，バイタルサイン表（案）」

の作成は，活動を継続し，31 年度末には

完成目標としたい。 

平成 31 年 3 月 2 日に第 2 回 長野県献血

推進協議会輸血療法部会が長野市生涯学

習センター3 階会議室で開催され, 平成

30 年度の目標管理シートを基に看護師専

門委員会の活動報告を行い，審議の上，

承認された。輸血療法部会では，輸血関

連カードの活用について意見が出され，

看護師専門委員会としても，患者がカー

ド携帯して来院した場合には，速やかに

検査科若しくは輸血部へ提出し，患者の

情報共有に努めこと，また，現場の看護

師等に周知を行い，輸血療法の実施には，

十分な観察を行い，輸血副反応を見逃さ

ず，実施していくことが重要であると考

える。 

また，平成 31 年 3 月 2 日に平成 30 年

度 長野県における輸血療法に係る検討

会が長野市生涯学習センター4 階 大会議

室で開催され,看護師専門委員会として平

成 26 年度から平成 30 年度 4 年間の活動

報告を行なった。 

 

D．まとめ 

平成 31 年度は，輸血療法における地域

包括ケアに向けた看護教育の実践，継続

を推進することを目標に，ワーキング作

業チーム，学術支援チームと連携し，「長

野県輸血療法マニュアル」を活用し，各

地区で委員が周知・啓発活動を行い，県

内の輸血療法に関わる実践の標準化を図

りたい。 

さらに，ASSIST ワーキンググループの

一員として看護師専門委員会が活動し，

地域で学びながら，他職種と協力，連携

し，輸血医療レベルの底上げに貢献して

いきたい。 
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め
て
い
く
。

内容に関する関連学会と連絡を密にし、使

用許可等の手続きを進め、活用できるよう

にする。

今
年
度
は
、
各
々
チ
ー
ム
と
連
携
を
取
り
企
画
・
運
営
を
行
う
。

そ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
活
用
し
、
輸
血
に
関
す
る
看
護
師
の
活
動
を
周
知

す
る
機
会
と
す
る
。
昨
年
度
と
同
様
に
認
定
輸
血
検
査
技
師
専
門
委

員
会
か
ら
も
協
力
を
得
な
が
ら
開
催
、
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。
サ

マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
場
で
出
前
授
業
、
試
験
等
の
提
示
も
行
っ
て
い

く
。

学
術
支
援
チ
ー
ム

ワ
ー
キ
ン
グ
作
業

チ
ー
ム
と
連
携
し
て

「
第
4
回
サ
マ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す

る
（
開
催
日
時
：
平

成
3
0
年
9
月
8
日

（
仮
）
（
土
）
（
信

州
大
学
医
学
部
附
属

病
院
大
会
議
室
）

輸
血
療
法
に
関
わ
る

問
い
合
わ
せ
に
対
し

て
シ
ス
テ
ム
を
検
討

す
る

各
地
区
毎
、
ど
の
よ

う
に
輸
血
療
法
に
関

わ
る
問
い
合
わ
せ
に

対
し
、
活
動
で
き
る

か
検
討
す
る

輸
血
療
法
を
実
施
す
る
医
療
職
が
問

い
合
わ
せ
で
き
る
シ
ス
テ
ム
(
信
州

メ
デ
イ
カ
ル
ネ
ッ
ト
)
も
含
め
て
問

い
合
わ
せ
に
つ
い
て
検
討

計画【点線で示す】

委員会でも意見集約・検討を行う

サマーセミナー等研修の案内・同時に輸血

に関する看護師試験案内等を掲載し啓発活

動を行う

実績【実線で示す】

長野県赤十字血液セ

ンター村上副セン

ター長の講演「輸血

副反応とその対応」

今
後
の
課
題
と
し
て
、
「
長
野
県
輸

血
療
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用
し
、

各
地
区
で
出
前
授
業
な
ど
、
周
知
・

啓
発
活
動
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
委
員
や
県
内
に
お
け
る
輸
血

に
関
す
る
看
護
師
が
様
々
な
問
題
が

起
き
困
っ
た
時
に
意
見
交
換
で
き
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
欲
し
い
と
の

意
見
が
多
数
あ
り
、
看
護
師
専
門
委

員
会
と
し
て
早
急
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

開
催
日
時
：
平
成
3
0
年
9
月
8
日
（
土
曜
日
）
 
1
3
:
3
0
～

①
 
血
液
製
剤
取
り
扱
い
1
0
年
目
以
下
の
参
加
率
を
上
げ
る

に
関
し
て
は
、
各
委
員
の
働
き
か
け
も
あ
り
、
Ｈ
2
9
年
度
8

人
に
対
し
、
Ｈ
3
0
年
は
1
8
人
と
1
0
年
目
以
下
の
参
加
人
数
も

大
幅
に
増
え
た
。
②
 
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
充
実
し
た
研

修
で
あ
っ
た
と
い
う
意
見
も
多
く
、
特
に
今
年
度
取
り
組
ん

だ
「
今
日
か
ら
実
践
、
活
用
で
き
る
輸
血
療
法
の
実
際
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
は
現
場
看
護
師
の
輸
血
の
基
本
を
再
確
認
し
て

も
ら
う
上
で
も
良
か
っ
た
と
考
え
る
。

長
野
県
看
護
協
会
長
野
支
部
「
安
全
な
輸
血
療
法
を
見
直
そ

う
」
開
催
日
時
：
Ｈ
3
0
年
7
月
2
3
日
（
月
）
長
野
赤
十
字
病

院
研
修
ホ
ー
ル
、
各
委
員
の
活
動
が
拡
が
っ
た
と
考
え
る
。

輸
血
療
法
の
知
識
・
技
術
の
向
上
を
目
指
す
勉
強
会
の
開
催

開
催
日
時
：
Ｈ
3
0
年
1
2
月
9
日
（
日
）
 
長
野
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
 
村
上
純
子
先
生
講
演
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
村
上
先
生
の
講
義
は
わ
か
り
や
す
く
、
問
題
解

決
の
糸
口
に
な
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
「
長
野
県

輸
血
療
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用
し
、
各
地
区
で
出
前
授
業

と
し
て
、
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

全てにおいて長野県における輸血療

法に係る検討会・報告

輸血教育を継続的について進めてい

けるように評価・検討

今
後
は
、
A
S
S
I
S
T
 
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
意
見
な
ど

を
参
考
に
、
看
護
師
専
門
委
員
会
も

医
療
機
関
の
要
望
に
ど
の
よ
う
な
対

応
で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
く
。

複
数
年
、
検
討
し
て
き
た
が
、
現
場
の
意
見
集
約
を
進
め
て

い
く
こ
と
は
現
時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
る
。

看護協会北信支部にて委員（2名）が「安

全な輸血を見直そう」講演実施

計画【点線で示す】

今
年
度
も
認
定
輸
血

検
査
技
師
専
門
委
員

会
と
連
携
を
密
に
し

て
内
容
・
予
算
も
検

討
し
開
催
し
て
い

く
。
看
護
師
以
外
、

助
産
師
、
保
健
師
等

に
も
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
く
。

長
野
県
内
の
輸
血
療
法
を
実
施
し
て

い
る
看
護
師
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果
・
ま
と
め
・
意
見

実績【実線で示す】

県輸血療法部会にて

看護師専門委員会活

動報告

第4回サマーセミナーの内容・検討を行う

全てにおいて長野県における輸血療

法部会・輸血療法に係る検討会・報

告

県輸血療法部会・報告

第4回サマーセミ

ナー開催

1
月

「
長
野
県
 
輸
血
療
法
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
活
用
し
、
県
内
の
小
規
模
医

療
機
関
を
含
め
、
地
区
へ
出
向
き
、

輸
血
教
育
の
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
講

義
・
指
導
を
行
っ
て
い
く
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
し
て
依
頼
が
あ
れ
ば
啓

発
活
動
を
推
進
す
る
。
そ
の
情
報
を

継
続
的
に
発
信
し
て
い
く
。

サマーセミナーのア

ンケート結果を集

計・メール審議

県の輸血療法部会ホームページへの掲載準

備を進めていく

県輸血療法部会に報告

「長野県輸血療法

マニュアル」を活

用し、出前授業と

して、周知・啓発

活動を行う。

ワ
ー
キ
ン
グ
作
業

チ
ー
ム
が
中
心
と
な

り
、
学
術
支
援
チ
ー

ム
と
連
携
し
て
「
実

施
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
「
輸
血
副
反
応

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
・

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
測

定
表
」
を
作
成
・
完

成
す
る

各
輸
血
用
血
液
製
剤

毎
（
R
B
C
・
F
F
P
・

P
C
）
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
・
輸
血
副
反
応

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
・

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
測

定
表
を
分
担
し
、
検

討
に
取
り
組
む

　平
成
2
9
年
度
、
研
修
会
な
ど
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果
・
意
見
、
問
題
点

を
抽
出
し
、
検
討
を
行
う
。

計画【点線で示す】
来
年
度
、
小
規
模
医
療
機
関
に
お
い

て
活
用
で
き
る
内
容
と
し
て
再
考
、

検
討
を
重
ね
、
取
り
組
む
方
向
。

実績【実線で示す】

①
 
輸
血
療
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
実
施
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

②
 
輸
血
療
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
副
反
応
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

表
、
検
討
、
作
成
に
取
り
組
む
と
し
た
が
、

今
年
度
は
作
成
す
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。

実施チェックリスト・輸血副反応チェック

リスト・バイタルサイン測定表について内

容の検討

実施チェックリスト・副反応チェックリス

ト・バイタルサイン測定表作成・メール審

議・検討

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
い
 
つ
)

下
　
半
　
期

3
月

今
年
度
の
評
価

看
護

師
専

門
委

員
会

の
こ

れ
ま

で
の

活
動

成
果

に
よ

り
、

県
内

輸
血

療
法

全
体

の
底

上
げ

が
着

実
に

進
ん

で
い

る
も

の
と

思
わ

れ
ま

す
。

サ
マ

ー
セ

ミ
ナ

ー
に

も
例

年
多

く
の

方
が

参
加

し
続

け
て

お
り

、
県

内
で

輸
血

療
法

に
関

わ
っ

て
い

る
医

療
者

に
と

っ
て

委
員

会
の

活
動

が
良

き
道

標
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

伺
え

ま
す

。
一

方
で

、
限

ら
れ

た
人

材
で

こ
れ

ま
で

の
活

動
内

容
を

継
続

し
つ

つ
、

新
た

な
目

標
を

常
に

達
成

し
て

い
く

の
は

難
し

い
事

情
も

あ
る

か
と

思
わ

れ
ま

す
。

長
期

的
に

活
動

が
継

続
さ

れ
、

結
果

と
し

て
人

材
育

成
が

続
い

て
い

く
よ

う
ペ

ー
ス

配
分

を
行

い
な

が
ら

引
き

続
き

ご
尽

力
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

2
月

各
々
チ
ー
ム
が
連
携
を
と
り
、
「
 
実
施
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
「
輸

血
副
反
応
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
・
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
測
定
表
」
の
作
成

に
取
り
組
み
、
同
時
に
輸
血
療
法
を
学
ぶ
機
会
と
す
る
。

看
護
師
専
門
委
員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ

に
お
い
て
内
容
を
検
討
、
そ
の
後
は

メ
ー
ル
審
議
を
続
け
な
が
ら
作
成
す

る
。

年
間
総
合
評
価

（
輸
血
療
法
部
会
長
）

委
員
会
活
動
内
容

今
後
の
課
題

1
0
月

今
後
の
課
題

6
月

平
成

3
0
年

度
次

年
度

の
目

標
輸

血
療

法
に

お
け

る
地

域
包

括
ケ

ア
に

向
け

た
看

護
師

教
育

の
実

践
、

継
続

を
推

進
す

る
。

8
月

9
月

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
(
い
 
つ
）

新
年
度

1
1
月

1
2
月

7
月

委
員

会
名

長
野

県
献

血
推

進
協

議
会

輸
血

療
法

部
会

看
護

師
専

門
委

員
会

月
4
月

5
月

目
標
達
成
の
た
め
の

具
体
的
手
段

（
何
を
・
ど
の
よ
う
に
）

目
標
達
成
の
た
め
の
指
標

達
成
の
根
拠
を
示
す
資
料

kojima
タイプライターテキスト
（資料1）



輸血療法に関わる医療職を対象とした第４回サマーセミナー 
 

安全な輸血療法をめざして ～ 基礎から学ぶ ～ 

 

 県内の輸血療法を担当している医療職の質的向上を図るため、輸血の安全性と医療職それぞれ

の役割について学ぶことを目的とする。 

 

１ 主 催  長野県献血推進協議会輸血療法部会 

 

２ 共 催  （日本輸血・細胞治療学会 関東甲信越支部会に依頼中） 

 

３ 後 援  （公益社団法人長野県看護協会、一般社団法人長野県臨床検査技師会に依頼中） 

 

４ 日 時  平成 30年９月８日（土）13:30～16:30 

 

５ 場 所   信州大学医学部附属病院４階 大会議室 （松本市旭３－１－１） 

 

６ 対 象  輸血療法実施医療機関の医療職等（医師、看護師、臨床検査技師、臨床工学技士等） 

 

７ 参加費  1,000円 

 

８ 日 程 

  (1) 受付（13:00～13:30） 

 (2) 開会（13:30） 

  (3) 講演（13:35～15:30） 

①「市中病院における急性期の輸血療法」（13:35～14:35） 

伊那中央病院 麻酔科部長  白鳥徹 先生 

 

②「血液製剤の取り扱いと管理」（14:50～15:30） 

長野県赤十字血液センター 学術・品質情報課長  大田智 先生 

 

  (4) 講演、実技演習中心に（15:30～16:10） 

 「今日から実践、活用できる輸血療法の実際」 

   長野県献血推進協議会輸血療法部会 看護師専門委員会 

      中南信地区チームリーダー 村山優子 委員 

      東北信地区チームリーダー 中村竜也 委員 他、看護師専門委員会学術支援チーム 

 

  (5) ディスカッション（16:10～16:30） 

 

  (6) 閉会（16:30） 

kojima
タイプライターテキスト
（資料2）



 

 

厚生労働省医薬食品局 

平成30年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業 

研究報告書 

 

研究課題 

認定輸血検査技師専門委員会活動報告 

委員会名 長野県献血推進協議会輸血療法部会  

分担研究者 荒木 竜哉 認定輸血検査技師専門委員会委員長 

      飯田市立病院 

小嶋 俊介 認定輸血検査技師専門委員会職務代行 

      信州大学医学部附属病院 輸血部 

主任研究者 柳沢 龍  長野県献血推進協議会輸血療法部会長 

 

 

A．経緯 

長野県では，献血制度の普及を図ると

ともに献血制度の適正な運営を確保する

ため，「長野県献血推進協議会（昭和 39

年設置 会長：長野県知事）」を設置して

いるが，平成 23 年 2 月にこの協議会の中

に「輸血療法部会」（事務局：長野県健康

福祉部薬事管理課，長野県赤十字血液セ

ンター）を発足した。さらに，平成 27 年

度には長野県献血推進協議会輸血療法部

会認定輸血検査技師専門委員会（以下「認

定輸血検査技師専門委員会」という）を

設置し，県内の輸血検査技術の向上をは

かるとともに，医師や看護師との連携を

深め，安全な輸血療法の推進を目的とし

た。 

 

B．活動内容 

1．認定輸血検査技師専門委員会 

平成 30 年 9 月 8 日に認定輸血検査技師

専門委員会が信州大学医学部附属病院外

来診療棟 4F 研修室にて開催され，委員 17

名（うち認定輸血検査技師 13 名），事務

局 1 名及びオブザーバーとして長野県赤

十字血液センター2 名の計 20 名が出席し

た。委員会では，小規模医療機関を対象

とした輸血検査実習について議論し，他

職種も参加可能な研修会であり，今後も

継続していくこととなった。さらに、輸

血関連情報カードについて議論し，県内

統一運用を検討することとなった。まず

は，ニーズを収集するためにアンケート

調査を実施することとなった。 

 

C．まとめ 

今年度は委員会としての活動だけでな

く ASSIST ワーキングにも精力的に活動

を行った。引き続き、県内の輸血検査の

水準を向上できるように尽力する必要が

ある。 




